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 生協が赤字！？ の一つは、先程申し上げたように、日常的な学生組合員の利用だけで

はきびしく、変動要因の大きい教科書や自動車学校の斡旋の供給比率

が高いことです。ですので、日頃から、学内のみなさんに利用される

店舗づくりをしていかねばならないと考えております。 

～２００４年度決算の見通しを五十嵐専務理事にきく～ 

生協の会計年度は 3 月から翌年 2 月までとなっていますが、11 月理

事会の報告によれば、今年度は赤字決算になる見込みが大きいとのこ

と。五十嵐専務理事に緊急インタビューをさせてもらいました。  

 もっと生協を利用しよう  

～いま、私たちにできることは～ －県短生協が赤字になるのは初めてですか？ 

生協が収益をあげるためには、組合員が利用を高めていくしかあり

ません。組合員の大多数を占める学生への働きかけをどのように行っ

ていくかは、理事会と生協職員が「経営戦略」という形で検討するこ

とになりますので、この NEWS などを通じて随時ご報告していきたいと

思います。そしてこのほかに、教職員組合員に、ご自分の利用につい

て見直していただくことができたら、直接収益増につながる可能性が

あります。 

－生協が誕生した 1996 年度から 2003 年度までの間、赤字になったの

は一度だけです。2001 年度、食堂の運営を始めた時に、大きな初期投

資が必要だったこともあり、約 100 万円の赤字となりました。しかし、

2002 年には回復して黒字となっています。 

－大幅な赤字になるのでしょうか？ 

－11 月末の時点では 40 万円の見込みです。 

－赤字の原因は何ですか？ 

生協で買えるものは、なるべく生協を利用する・・書籍、ＣＤ類、

電化製品など、日常的に一般のお店で購入するものを、生協で注文し

てみませんか？それらはすべて「利用増」となり、生協を助けること

になります。ジャスコやジョーシン電器で買うのに比べると、少しお

待たせすることになるかもしれませんが、書籍やＣＤのように割引に

なるものもあります。書籍は、「大学生協インターネットサービス」を

利用すれば、研究室や自宅のパソコンから注文することができ、在庫

や入荷のご連絡もメールで届くので大変便利です。（この便利なサー

ビスへの登録方法は裏面でご案内していますのでご覧下さい。） 

－そもそも、経営的な危険は小規模大学生協の宿命といっても過言で

はなく、累積赤字という問題を抱えているところが多いです。県短生

協設立の際にも、この点が最大の問題となりましたが、職員配置を工

夫することで、わずかずつでも黒字を続けてこられました。しかし、

店舗における物販も、食堂経営も、収益があがるかあがらないかの、

ぎりぎりの線で行われています。収益として貢献しているのは、新学

期の教科書販売・自動車学校の斡旋・卒業式衣装のレンタル・卒業ア

ルバムといったところですが、これらの部門で目標を達成できないと

ころが出ると、経営が大きく影響を受ける、という状況になっていま

す。 赤字という事態はたいへん残念なことですが、組合員一人一人が、

生協について考え直す機会にして、新たな発展へのステップとしよう

ではありませんか。 

－経営的には、いつも「綱渡り」をしている、ということでしょうか？ 

－その通りです。今回、赤字側にバランスが崩れてしまいそうな原因 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事業剰余（税引前の額：単位千円）

 「どこでもドアのかぎ ９」 
～ただいま準備中です～ 
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年末恒例（？）となりました、「どこでもドア

のかぎ」。第９号の編集作業はただいま準備中で、

まもなく始まる予定です。今年も、学生に読ん

でもらいたい本のご推薦をよろしくお願いいた

します。詳細は改めてご案内したいと思います。 

 

（聞き耳ずきんのコーナーはお休みさせていた

だきました。） 
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「大学生協インターネットサービス」登録の方法 
 
1) 以下のページをひらきます。 
http://www.shop.coop-bf.or.jp/cdcoop/entrance.htm 
 
2) お試しページを見るには、①のところをクリックします。書

名・著者名・ISBN などによる検索を行うことができます。（注

文はできません） 

 

① 

 ② 

3) 登録するには、②のところをクリックします。 
4) 登録申し込みのためのページが表示されます。はじめに利用生

協を選びます。（県短生協は表の中ほどにあります） 

 
 
5) 「次へ」ボタンを押すと、登録申込フォームが表示されます。

氏名・E-mail アドレス等の必須項目（画面では赤字で表示され

ています）を記入し、「最終確認」ボタンを押します。 

 

 
6) 記入内容が表示されますので、確認した上で「登録」ボタンを

押せば完了です。 
 

 


